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研究成果の概要（和文）：九州大学病院内視鏡外科手術トレーニングセンターにて、各種コースを
設け、セミナーを実施した。セミナーコースは整形外科医向けの関節鏡手技習得コースで、3回 36
人が受講した。ベーシックコースはボックス、シミュレータ訓練のみの、研修医向けのコースで、5
回 44人受講した。我々が最も力点を置いたのは、基本手技の習得に特化したスタンダードコース
で、講義（内視鏡外科手術の特性、機器の説明・使用法、内視鏡・鉗子の基本操作、視野展開法、

実際の剥離、切離、縫合、結紮などの基本手技の講義）、ボックス訓練（鉗子による空間認知、左右

の協調操作、剥離、切離、縫合、結紮などの基本手技の反復訓練）、シミュレータ訓練（シミュレー

タによる基本的鉗子操作手技の訓練）、動物による手術訓練（実際の腹腔鏡下手術と同様な、腸間膜

の血管、胃、腸を用いて止血、剥離、切離、縫合、結紮などの内視鏡外科手術の基本手技の訓練）

から成る教育カリキュラムを作成した。44回 511人が受講した。アドバンスコースは、実践に即し
た手技の習得を目的とし、整形外科 3回、小児外科 2回、消化器外科 6回で 120人受講した。スタ
ンダードコースにおいて訓練効果を客観的に評価できる技術評価タスクを考案した。被訓練者全員

に対してトレーニング前、および後に同じ評価タスク（円形の連続縫合）を行った。タスクは全て

録画保存されるとともに、所要時間やエラーを測定、記録した。さらに左右両鉗子の先にセンサー

を取り付け、磁気式三次元位置計測装置(AURORATM)を用いて鉗子の軌跡を記録した。解析により、
被訓練者の手技の上達は見られるものの、手技に伴うエラーが増加することがわかった。また、被

訓練者に対し、シミュレータ（LapSimTM, MISTTM ）を用いて決められたタスクを課し、データを

蓄積した。           
 
研究成果の概要（英文）： 

We established a training center for endoscopic surgery in our university hospital in 
November 2004. We regularly hold four training courses for endoscopic surgeons to 
foster their development of manual skills. The standard course, a 2-day course held 
once a month, is designed to develop fundamental skills required for endoscopic 
surgery using dry (a box training and a VR simulator training) and wet (animal) 
training. The advanced course teaches procedures required for advanced operations and 
is performed in animals, and is taught by an expert in performing the operation. The 
basic course is a 1-day course aimed at young residents within 1 or 2 years after the 
graduation from medical school, and teaches fundamental knowledge and skills in dry 
training. Between November 2004 and March 2010, we have run 48 standard courses, 
14 advanced courses, seven basic courses, and two seminar courses. A total of 902  
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participants from across Japan have participated in these training courses.  
Assessment using the original evaluation task 

Before and after training, all participants received our original skill assessment using a box 
trainer, which was eight places of continuous suturing along a circle.  
The rubber sheet on which a circle with eight dots inside/outside were printed is as follows; a 
participant sutures between certain entry/exit points (A), and ties twice (B). He/she performs 
the remaining seven places of continuous sutures along the circle successively (C). At last, the 

trainee ligates twice with an edge of initial knot tying and finishes the task (D). The start time 
was defined as the time when both forceps started to move from a stationary state. The 
end time was defined as the time the last tie was completed. The time limit of this task 
was 7 minutes. In each participant, the total time taken to complete the task was measured. 
The number of times the rubber sheet was torn, and the slackness of the ligatures, and 
the distance of deviation of the needle’s entry/exit point from the correct point were also 
recorded as errors. The right and left forceps had sensors mounted on the tips, and a 
tracing of their paths was recorded on a computer using a magnetic formula 
three-dimensional positional instrumentation device (AURORA, NDI, Ltd., Canada). 
The AURORA System, which is composed of sensor coils, a field generator, a system 
control unit and a sensor interface unit, uses an electromagnetic measurement 
technology that has been designed for applications requiring precise, real-time spatial 
measurements without having to worry about line-of-sight. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 3,000,000 900,000 3,900,000  

2008 年度 600,000 180,000 780,000  

2009 年度 100,000 30,000 130,000  

年度  

  年度  

総 計 3,700,000 1,110,000 4,810,000  

 
 
研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード： 
 
１．研究開始当初の背景 
内視鏡外科手術は、1990 年に腹腔鏡下胆嚢
摘出術が発表されて以来爆発的な発展を遂
げており、その低侵襲性ゆえに今後もますま
す適応が広がっていくものと考えられる。し
かしその一方、最近本手術に関する医療事故
が相次ぎ、社会的にも問題になっている。こ

れは多くの場合、医師の内視鏡外科手術や先
端医療機器に対する理解や認識の不足、未熟
な技術に起因するものであり、このような事
故の防止のためには専門的な教育・訓練が重
要であることは論を待たないところである。
しかし、我が国における当該分野はまだ確立
されておらず、欧米に比べても立ち後れてい



ると言わざるを得ない。また、教育効果を正
しく判断するためには、適切な技術評価方法
が不可欠であるが、これもまた確立されたも
のは存在しない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、内視鏡外科手術における我
が国独自の教育方法・技術評価法を確立し、
医療安全水準の向上を目指すことである。 
 
３．研究の方法 
1. 九州大学病院内視鏡外科手術トレーニ
ングセンターにて講義、ボックス訓練、

シミュレータ訓練、動物による手術訓練

から成る教育カリキュラムを作成する。

さらに、訓練効果を客観的に評価できる

技術評価タスクを考案する。 

2. 講義：内視鏡外科手術の特性、機器の説
明・使用法、内視鏡・鉗子の基本操作、

視野展開法、実際の剥離、切離、縫合、

結紮などの基本手技の講義を行う。 

3. ボックス訓練：各被訓練者に１台のトレ
ーニングボックスを割り当て、鉗子によ

る空間認知、左右の協調操作、剥離、切

離、縫合、結紮などの基本手技を反復訓

練する。また、ブタの小腸などでの訓練

も取り入れる。トレーニングタスクは、

現在既に効果があると報告されている

ものを基に作成する。 

4. シミュレータト訓練：現在世界で認知さ
れているシミュレータ (LapSimTM, 
MSTTM)を導入し、そのプログラムの中
から基本的手技習得に必要と思われる

タスクを選択し、目標スコアを設定して

繰り返し訓練する。各受講者毎にアカウ

ントを作成し、個々のデータは全て保存

し、後に解析する。 

5. ブタによる手術訓練： 実際の腹腔鏡下
手術と同様に、腸間膜の血管、胃、腸を

用いて止血、剥離、切離、縫合、結紮な

どの内視鏡外科手術の基本手技をトレ

ーニングする。 

6. 技術評価タスク：被訓練者全員に対して
トレーニング前、および後に同じ評価タ

スク（円形の連続縫合）を行う。タスク

は全て録画保存されるとともに、所要時

間やエラーを測定、記録する。さらに左

右両鉗子の先にセンサーを取り付け、磁

気式三次元位置計測装置(AURORATM)
を用いて鉗子の軌跡を記録する。受講者

の同意の下、基本手技の上達度を確認す

ると同時にデータを蓄積し、タスク操作

のスピード、正確性、さらに左右鉗子の

移動距離、速度、加速度に関して解析を

行うことにより適切な評価基準を見い

だす。 

7. 解析に基づくカリキュラムの改善：被訓
練者の技術評価タスクから得られたデ

ータを解析することにより、訓練後に何

が上達して、何が足りないかを明らかに

することにより、より良いカリキュラム

の構築を目指す。 

４．研究成果 
九州大学病院内視鏡外科手術トレーニングセン

ターにて、各種コースを設け、セミナーを実施

した。セミナーコースは整形外科医向けの関節

鏡手技習得コースで、3回 36人が受講した。ベ
ーシックコースはボックス、シミュレータ訓練

のみの、研修医向けのコースで、5回 44人受
講した。我々が最も力点を置いたのは、基本手

技の習得に特化したスタンダードコースで、講

義（内視鏡外科手術の特性、機器の説明・使用

法、内視鏡・鉗子の基本操作、視野展開法、実

際の剥離、切離、縫合、結紮などの基本手技の

講義）、ボックス訓練（鉗子による空間認知、左

右の協調操作、剥離、切離、縫合、結紮などの

基本手技の反復訓練）、シミュレータ訓練（シミ

ュレータによる基本的鉗子操作手技の訓練）、動

物による手術訓練（実際の腹腔鏡下手術と同様

な、腸間膜の血管、胃、腸を用いて止血、剥離、

切離、縫合、結紮などの内視鏡外科手術の基本

手技の訓練）から成る教育カリキュラムを作成

した。44回 511人が受講した。アドバンスコー
スは、実践に即した手技の習得を目的とし、整

形外科 3回、小児外科 2回、消化器外科 6回で
120 人受講した。スタンダードコースにおいて
訓練効果を客観的に評価できる技術評価タスク

を考案した。被訓練者全員に対してトレーニン

グ前、および後に同じ評価タスク（円形の連続

縫合）を行った。タスクは全て録画保存される

とともに、所要時間やエラーを測定、記録した。

さらに左右両鉗子の先にセンサーを取り付け、

磁気式三次元位置計測装置(AURORATM)を用
いて鉗子の軌跡を記録した。解析により、被訓

練者の手技の上達は見られるものの、手技に伴

うエラーが増加することがわかった。また、被

訓練者に対し、シミュレータ（LapSimTM, 
MISTTM ）を用いて決められたタスクを課し、

データを蓄積した。  
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